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南
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ニ
末
文
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下

(T
ert訂
ry
A,to
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sca
fro
m

th
e
O
il･F
ie
ld
s
o
f
E
m
b
e
ts
Lq
n
n

E
t
a

ibets)
北
輔
道
の

有

の

細

田

.1こ
て
地
質
調
替

所

技

師

根
付
戊

の

操

典
L
ii
ろ
風
軸
の
他
石
松
調
奄
L

i1｡
椛
相
成
_こ
よ
れ
ば
同
約
田
の
滑

序
は
上
よ
り

7
-
弗
四
組
厨
.
こ
､
第
三
紀
厨
O
三
､
自
室
紙
闇
_こ
て

欝
三
組
滑
は
鑑
に
A
B
C
D
の
凶
及
び
幌
内
滑
含
炭
厨
の
却
令
六
に
分

た
れ
ろ
O
c
D
に
石
油
あ
り
O
化
石
は
A
B
及
び
C
の
!rZ厨
よ
り
出
il

A
よ
り
十

四
械
判
定
し
七
が
就
中
鮮
新
他
の
種
の
数
が
譲
与
か
光
で
｡

B
固
よ
り
は
六
あ
り
.
や
は
-
鮮
新
陛
t,考

へ
終
｡
C
肘
よ
い
は
十
六

あ
り
.
此
よ
i1
鮮
新
1J
智

へ
ざ
る
か
緑
灯
｡
D
に
は
他
石
稀
で
あ
る
が

坤
勅
使
･J
断
ぜ
ら
ろ
ゝ
の
で
鮮
新
中
新
の
分
界
は
c
n
の
間
に
あ
る
の

で
も
ら
う
｡
(横
山
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横
山
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次

甲

･加

賀
能
登
の
鮮
新
世
貝
頬

へ英
文
)

地
質
嘩
軸
誰

三
十
三

食
欧
文
九

貫
よ
･=
十

一
京

菜
大
地
質
畢
教
室
抹
集
晶
中
~
食
滞
市
外
大
桑

(
オ
タ
ワ
に
わ
ら
で

オ
ン
マ
ミ
よ
む
~
横
山
)
の
六
頓
か
同
定
L
iI
が
多
分
武
蔵
野
系
下
郡

及
白

土
暦
に
雷
ろ
時
代
ご
恩
ふ
｡
能
生
り
七
尾
附
近
の
は
八
積
で
同
じ

時
代
ら
し

い
｡
P
e
c
te
n
p
e
rm
i
rus
叱
ろ
新
村
は
ホ
空
丁
か
七
に
甚
近

い
も
の
で
滅
亡

輔

で

あ
る｡
別
に
其班
躍
も
め
ろ
｡
(樋
山
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静

銀

0
相
田
正
托
-
南
洋
に
於
け
りる
支
那
人

揃
拭
.:･>･
7
1ノ
ブ
/･

葦
二
十
四
孤
Lf十
五
年
六
月
)
茄
版
三
相
賞

支
那
人
の
民
族
的
蟹
展
に
鰐
-
ベ
r,b
勢
力
で
あ
る
｡

『
著
し
人
蕗
的

細り
隈
が
設
け
ら
れ
て
屠
ら
れ
'}
す
れ
ば
階
界
は
到
る
慮
支
那
人
の
位
店

寸J
化
す
で
ち
ら
-
』
･TJ恩
ほ
れ
ろ
｡
革
命
瓶
の
軍
資
は
多
-
南
洋
準
倍

よ
り
供
給
さ
れ
.
両
支
那
の
各
地
の
宏
壮
七
大
単
の
抽
敵
は
両
群
の
成

功
者
り
寄
附
,1
よ
っ
て
居
ろ
｡

支
那
各
朝
の
敗
北
者
は
内
地
で
は
山
間
に
隠
れ
て
土
匪
TJ
な
り
.
外

_ニ
向
つ
て
は
項
将
な
勧
め
フ
イ
P
タ
3j
y
､
.･h
ヤ
バ
､
ボ
ル
ネ
オ
､
ス

マ
ト
ラ
に
鴻
賊
的
行
動
.1
出
で
'
典
境

.1ニ
緑

終
わ
求
め
il
o
狗
支
那
に

於
け
ろ
革
命
の
後
に
は
大
抵
二
三
甘
年
脚
平
和
が
綬
-
の
で
p
繁
殖
力

の
弧

い
支
那
民
族
の
人
口
は
非
常
に
噂
加
わ
衆
iI
L
t
他
にこ
柴
土
か
求

む
ろ
の
念
に
白
然
に
均

い
て
兆
為
｡
支
那
人
の
南
樺
に
手
か
染
め
i1
の

は
オ
ヲ

y
〆
.
ボ
ル
ト
か
ル
ー
ス
′､
イ
ソ
等
が
競
っ
て
東
洋
貿
易
の
利

な
占
め
ん
ミ
来
航
し
氷
っ
た
十
六
壮
絶
の

勧
め
よ
り
ほ
鑑
に
五
六
宵
年

前
で
あ
っ
た
｡
而
し
て
十
五
六
世
紀
に
は
比
安
逸
櫛
が
火
に
衛
返
し
た

十
七
牡
組
に
は

マ
ニ
ラ
､
か
y
y
.P
･･,
ソ
ド
ロ
L.穆
成
し
た
､
十
八
他

紙
か
ら
誘
放
移
民
が
行
は
れ

P
十

九
壮

絶
_二
人
っ
て
は
労
働
移
民
け
従

衆
S
寄
血
の
外

_
<
骨
敵
で
取
破
ふ
校
.1こ
七
つ
ii
､

一
八
八
九
年
光
閲

の
支
那
人
排
斥
の
飴
改
む
受
け
て

7
時
頓
挫
し
LL
｡

罵
湾
最
初
の
任
戊
は
生
啓
で
あ
っ
L
Lが
支
那
の
人
口
過
剰
亡
港
減

り

探
険

,,は
職
･34
的
の
領
主
の
な
い
喝
閥
Li=
汲
り
今
日
の
高
雄
.
鳳
山

､

鶴
岡
等
に
層
船
占
め
漸

次
北
方
の
開
拓

わな
し
た
も
の
ら
し
い
.
是
は

明
代
の
中
頃
で
あ
っ
iI
｡
附
し
て
次
第
Li
故
蕃
砂
山
閉
環
-
法
っ
て
了

署

七

六

九
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第
六
馨

つ
iio

十
七
世
紀
の
制
t
FT蝉
に
制
御
人
の
占
領
l1
踊
L
i
iが
常
時
支

那
人
の

准
尉
者
こ
範
九
千
,rJ
解
せ
ら
れ
る
.
共
綾
三
百
年
ね
経
Li今
;

串
腎
_ニ
放
け
る
本
島
人
は
三
宮
五
十
前
に
将
加
し
て
居
ろ
｡

支
那
人
は

ス
ペ
イ
ン
人
が
ブ
イ
リ
ツ
ピ
ン
.1
残
る
以
前
紙
に
血
の
地

で
貿
易
か
皆
ん
で

月
i･1.
常
時
ス
ペ
イ
ン
人
は
支
那
人
の
勤
勉
な
の
な

接
し
て
北
ハ披
氷
砧
歓
迎
L
ii
｡
フ
イ
-
タ
3,
ン
征
服
の
綿
剤
令
甘
屯
y

か
ン
婚
軍
は
共
著
｢
フ
イ
P
ヅ
33
〆
事
情
｣に
於

.J

｢
支
那
人
な
し
に
マ

ニ
ラ
の
郵
相
の
存
在
わ
稚
拙
し
能
は
ざ
り
与
｣
+J
託
し
ii
o
然
し

i
方

で
は
支
那
の
海
賊
は
掠
奪
払
渡
に
も
L
ii
O
其
後
氷
海
も
絶

え
て
支
那

商
は

マ
ニ
ラ
で
貿
易
.1
従
ひ
碗
界
に
勢
力
か
故
紙
L
i1
.

〓
ハ
〇
三
年

喝
に
は
.マ
ニ
ラ
衣
蝕
の
支
那
人
は
こ
哉
五
千
に
及
び
､
ス
ペ
イ

ン人
の

暴
政
_こ
反
抗
し
て
廠
胤
か
過
し
て
以
兆
ス
人
は
支
那
人
私
恨

悪
L
i1
が

全
然
支
那
入
船
放
逐
し
終
tj
か
つ
+
i
o
十

七
地
組
の
中
盤
に
は
支
那
人

の
一散
は

マ
ニ
ラ
か
中
心
}}
L
lr/
全
島
で
三
筋
五
千
に
上
っ
て
屑
iI
.
然

る
に
最
妃
の
調
査
.1ニ
依
る
･rJ
ブ
イ
>
ツ
31
y
が
三
軍

二
十
飴
中
西
領
で

あ
り
.
次
で
二
十

六年
間
米
綿
で
わ
ろ
に

拘
ら
ず
､
在
留
外
人
の
組
数

八
鵜
三
千
飴
人
中
支
那
人
の
敗
北
甫
五
千
二
甘
飴
人
か
占
め
て
居
る
｡

ス
凡
イ
ン
政
願
の
迫
害
か
受
け
な
が
ら
今
日
の
硬
膜
か
見
争

'
})は
支

那
人

な
ら

で
は
TJ
=･3ほ
れ
ろ
｡
マ
ニ
ラ
市
の
ロ
サ
ワ
オ
街
の
如
き
は
全

然
支
那
街
か
hTLi
L
共
商
ふ
も
の

ゝ
多
-
は
綿
和
紙
､
肺
及
邦
貨
で
あ
る

狗
地
力
.1こ
ゴ
ム
閉
ー
ヤ
シ
園
か
躍
燈
し
肺
の
栽
培
に
碓
串
す
る
も
の
も

少
-
ムj
い
'
人
界
の
制
限
が
無

い
限
り
支
那
人
は
フ
イ
>
ツ
3'
ノ一
で
益

々
静
屈
し
て
行
-
に
泣
ひ
な
い
0

ポ
ル
要

すi
ア
イ
-
グ
ビ
y
Q･
汐
ヤ
バ
T1
比
す
る
寸}脚
明
の
山遅
い
併

弟
玉
髄

三

光

七

〇

で
あ
る
~
ガ
ル
･1
が

か人
J
ス
ペ
イ
ン

人
も
和
防
人
も
飴
り
此
島
t
i蹴

み
な
か
つ
ii
I
十
六
世
紀
に
職
人
及
髄

人
は
衆
i1
が
皆
之
か
放
棄
L
iI

十
九
他
紙
の

終
頃
漸
-
今
の
様
に
北
ボ
ル
ネ
オ
は
英
領
に
'
西
部
か
ル

ネ
オ
は
英
国
の
保
確
鴫
に
ー
東
南
部
が
甜
領
王
政
つ
i･i
.
支
那
入
り
か

i-
･ネ
オ
t二
光
ii
の
は
葡
人
が
衣
㍗
以
前
究
-ト
五
首
年
も
前
り
串
で
あ
る

が
~
流
行
病
が
多

い
の
で
錬
り
住
居
す
る
も
の
が
光
か
つ
L
it
十
八
世

紀
にこ
金
蛸
が
教
見
さ
れ
続
々
入
込
ん
で
来
ii
.
而
し
て
西
南
部
の
モ
ン

ド
レ
I
ド
に
東
棟
か
横

へ
て
共
和
国
か
創
立
L
和
蘭
11
反
抗
し

]
八
五

〇
年
か
ら

7八
五
六
年
ま
で
職
辞
し
､
直
に
支
那
人

の政
治
囲
髄
が
絶

滅
さ
れ
i1
の
は
職
帝
開
始
よ
り
三
十
四
年
私
党
L
ii
｡
支
那
人
が
射
.〟

ネ
オ
に
蟹
展
L
iIiの
ほ
他
の
両
群
各
地
に
比
て
る
TJ人
膚
的
の
迫
音
が

少
な
い
の
TJ
耗
展
.+
射
管
猶
及
金
り
農
地
で
あ
る
偽
め
で
あ
る
｡
支
那

人
は
今
よ
り
七
官
年
前
11
践
T1
肘
か
ネ
オ
で
砂
金
わ
抹
収
し
て
周
り
十

九
他
紙
の
中
葉
に
は
年
抹
収
観
官
前
脚
以
上
で
あ
っ
ii
},
耕
さ
れ
る
｡

現
に
か
か
ネ
オ
_こ
放
け
る
製
造
業
は
多
-
支
那
人
_こ
依
っ
て
替
よ
れ
て

居

る､
叉
rrz
ム
､
ヤ
シ
其
他
の
退
園
は
恭
-
支
那
労
働
者
に
ょ
つ
て
戟

培
さ
れ
て
店
ろ
｡
絶
て
餌
領
~
英
領
な
通
じ
て
全
人
口
中
支
那
人
は
其

大
部
分
か
占
め
て
居
ろ
0
射
ル
ネ
オ
の

7
捲
サ
y
ダ
カ
y
の
如
き
は
住

民
へ
T
苗
内
外
)
の
八
割
は

旗
東
及
両
建
地
方
か
ら

穆
任
し
て
衆
i1
支
那

人
で
､
市
街
地
は
全
然
支
那
街
主
芯
っ
て
可
い
｡

ジ
ャ
バ
は
早
-
か
ら
文
他
り
あ
っ
た
朗
で
､
四
倍
勧
代
数
虻
組
か
ら

印
度
人
ー
ア
ヲ
ビ
ア
人

}ヾ発
泡
が
あ
り
ー
支
那
人
は
共
後
入
つ
て
雑
､

少
-
,-
六
七
官
埠
約
.1
粕
常
の
山移
住
者
が
あ
っ
i1
}}
脚
仰ほ
れ
ろ
0
他
り

地
で
は
支
仙邪
の
労
働
者
の
渉
任
が
多

い
が
此
島
丈
けり
は
労
働
者
の
大
助



が
触
祁
-此
ざ
れ
て
ゐ
ろ
の
で
-
支
那
人
の
汐
ヤ
パ
に
入
･<･-も
り
ほ
偶
人
か

資
本
あ
る
公
報
家
で
あ
る
｡
支
那
人
の
ジ
ャ
バ
へ
の
兆
社
の
古
い
等
煤

の

叫
は
現
住
民
組
数
が

1九

f
五
年
の
統
計
で
二
十
九
駕
戊
千
飴
人

(

今
口
は
四
十
試
み
避
え
て
居
ろ
)
申
支
那
生
れ
ミ
汐
ヤ
rJ't
生
れ
ミ
私
比

較
す
る
時
は
後
者
の
数
が
倍
以
上
_こ
及
ん
で
周
る
串
で
あ
る
0
支
那
人

の
生
柴
の
大
部
は
商
人
で
大
都
市
_こ
げ
堂
々
il
Lハ
支
那
街
か
説
け
､
大

商
人
は

欧
人
?}
同
機
の
邸
宅
か
皆
ん
で
居
り

､
小
村
落
で
も
必
ず
支
那

商
か
居
ろ
｡
最
妃
の
統
計
に
依

る
ミ
汐
ヤ
バ
¢
生
野
都
市
.1
於
け
る
人

口
の
割
合
は
次
の
如
-
で
あ
る
｡

都

市

名
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タ

Y

ススメ

マ ヲ

ラ バ

ラ

カ

JL,

タ ン■ヤ ヤ

.I
,

b

コ

.,
=

ン
ク

1,7,
ふr

組
人
口

支
那
人

日
欧
人

二
塁
､八
1人

孟
~
0
00

畠
､霞
CI

完
ニ
-
完
0

芸
Ioo
〕

忘
､究
也

蒜
八
ー望
六

書
.
00
0

7rJ1
品
一

二11E
-]六
九

七
ー吾
0

ニ
ー四
5
1

70三
tだ
-

拘
.吾
0

王
..窒
0

ド

ン

九
四､
八
〇
〇

況
~(
0〇

九､
0
望

汐
ヤ
バ
粂
隠

和
親

じ
て

頚
な
外
闘
人
の
数
か
挙
げ
る
ミ
下
の
標
で
あ
る

支
那
人

三
八
四
.
三

丁
八

同
肺
他
人

三
三
五

和
聞
入

7
二
七
ー
二
二
七

E=
本
人

二

七
三
四

猫
逸
人

｢

八

五
〇

兆
成
人

1
.
〇
〇
三

ア
ヲ
ビ
ヤ
人

二
七
､
八

〇
六

支

那
人
は

.h
ヤ
バ
支
配
の
欧
洲
人
の
歌
心
な
絡
て
勢
力
･,tSJ頓
大
L

ilば

か
り
で
な
-
､
産
米
に
於
て
J
工
匠
及
関
数
は
支
那
人
の
専
門
呈
rirふ

て
も
宜
し
-
ー
柵
来
所
の
五
分
の
凹
は
支
那
人
の
手
.1
雀
･･t.A,L
､
多
数

の
出
糖
工
場
も
家
具
封
作
所
も
建
築
繭
武
者
も
支
那
人
が
多

い
の
は
想

摘

録

-
べ
き
租
Tl
丸り･<･0
班
に
幾
敗
者
に
封
し
て
-
タ
33
オ
カ
の
測
度
HH
文

部
人
の
手
に
倣
.リ
､
又
TII
p
-
茶
､
ヤ
シ
ー
.r]
ム
鴇
,北米
等
の
資
本
砧

多
-
嬰
す
る
-
の
に
は
支
那
人
相
係
が

多
い､
さ
れ
ば
支
那
人
の
所
有

地
は
少
-
な
い
O
.･>
ヤ
バ
の
南
米
は
大
口
の
-
の
は
換
散
中
心
地
で
あ

る
バ
タ
ビ
ヤ
ー
ス
ラ
バ
ヤ
及

ス
マ
ヲ
y
(支
那
人
の
根
糠
地
)で
欧
人
に

依
っ
て
行
ほ
れ
て
居
る
が
.'
小
蛍
商
業
は
支
那
人
目
手

_こ凝
る
｡
支

那

人
の
汐
ヤ
バ
に
於
け
る
経
済
上
の
地
位
は
既
に
強
固
で

現在
に
於
て
は

利
繊
甘
窓
も
如
何
u
Iも
す
る
能
は
ず
､
寧
ろ
之
か
政
府
上
経
済
上
に
利

用
せ
ん
亡
計
っ
て
居
､
支
那
人
は
土
人
以
上
の
優
待
か
受
け
て
居
ろ
O

汐
ヤ
バ
ij‡
濁
り
支
那
人
の
成
功
者
な
赫
っ
て
居
ろ
の
み
で
な
-
.
5
'潜

入

の
成
功
者
が
少
-
光
-
､
日
本
の
艮
舘
私
有
す
る
も
の
ゝ
富
豪
が
多

い
｡
徒
て
支
那
人
の
勢
力
は
偉
大
で
~
汐
ヤ
バ
に
於
て
は
支
那
人
ーェ
上

流
民
族
で
あ
る
O
バ
タ
ビ
ヤ
市
の
み
で
支
那
人
の
経
皆
に
係
る
新
聞
の

散
大

(内
三
つ
は
決
字
~
三
つ
は

マ
レ
I
誇
新
開
)
の
多
き
_こ
及
ん
で

居
ろ
･o
甜
餌
束
印
度
中
'ジ
ャ
バ
及
マ
ド
ゥ
ラ
以
外
の
ス
マ
･L
ヲ
'
閤
領
か
ル

ネ
オ
ー
セ
レ
ベ
ス
､
蘭
鋸

こ
ウ
ギ
ニ
ア
凍
附
儀
鳥
境
か
外
部
環
地
})
那

し
て
反
る
が
P
支
那
人
の
活
躍
は
日
ざ
ま
し
く
人
数
に
放
て
他
の
譜
外

聞
人
に
射
し

]
頗
地
か
抜

い
て
屑
ろ
｡
即
ち
支
那
人
四
二
五
P
四
二
九

同
蹄
他
人
二
九
三

利
船
人
二
六
､
八
七
二

日
本
人
こ
.
田

I
四

渦
通
人

I
P
五
六
二

ア
ラ
ビ
ア
人

;
七
1

1
1
五

年
リ
ン
人

]
七

.
六
二

1

で
あ
る
O
支
那
人
は
居
住
地
.1二
由
っ
て
吐
米
松

別
に
し
て

居
ろ
｡
欧
<
は
ま
寸JL

｢郷
党
和
親
か
支
那
人
は
之
か
仲
吹
す
る
O
か

>･
ネ
オ
西
部
で
は
多
-
農
弟
_こ
従
事
L
t
ス
可
r

L
ヲ
東
岸
で
は
契
約

弊

悪

九

七

7



地

球

錯
六
塔

働
者
,,
七･{
つ
て
煉
翠
ゴ
ム
鵜
楢
の
労
役
に
服
し
て
周
る
｡
特
に
近
衆
は

弊
働
額
に
し
て
支
那
か
ら
淡
水
-
て
捕
る
も
の
が
多

い
か
ら
幣
際
は
柵

抱
の
数
よ
り
二
判
他
は
多
が
ら
う
0
琴

1
挽
光
に
従
番
し
叉
は
バ
ン
カ

及
ビ
リ
J
･
/t
の
錫
坑
に
分
別
し
て
居
る
0
質
す
る
に
外
部
領
地
に
は
労

働
者

り
多

数
が
況
ぜ
ら
れ
て
屑
ttJ
.
婚
兆
成
功
の
見
込
の
み
ろ
も
の
が

多
い
O
馬
来
牛
島
.1
畑
作
す
る
支
那
人
の
数
は
組
計
九
十
謁
三
千
人
と
云
ほ

れ
ー
北
ハり
内
二
十
二
試
二
千
六
盲
人
は
シ
ソ
が
ポ
ー
ル
に
住
み
~
其
の

大
部
分
は
商
業
か
皆
ん
で
侶
為
が
p
全
髄
か
ら
見

る
三
二
分
の
二
丈
で

は
労
働
者
で
士
?1
し
て
.TT
ム
同
郷
手
回
基
地
の
盈
兼
に
徒
寄
し
猶
は
錫

蛾
等
の
挽
山
~
剖
樹
共
他
の
機
械
工
場
'
鼓
沌
磁
路
修
築
其
の
他
の
土

兼
､
人
力
車
夫
ー家
内
労
働
及
舶
弗
に
従
っ
て
偶
ろ
｡
馬
衆
_こ
支
那
人
の

入
込
ん
だ
の
は
南
搾
諸
島
_こ
移
住
し
た
の
tJ
略
同
時
代
TJ
胤
ほ
れ
ろ
O

称
に
印
度
支
那
は
J

Jヾ支
那
の
凪
鰭
で
あ
っ
て
､
河
内
は
席
代
_二
は
交

州
ミ
榊
写
れ
て
都
漕
仰
な
程
を
安
岡

1
術
か
統
轄
せ
し
め
,､
ビ
ル
マ
.

シ
ャ
ム
等
も
支
那
に
隷
威
し
､
栄
.
元
､
明
在
鉾
て
晴
の
初
代

迄

-

以

上
り
政
冶
紺
係
は
大
鰻
.1
於
て
撞
乾
さ
れ
･.hP
か
つ
㍗
の
で
馬
兆
も
早
-

か
ら
支
那
人
の
屑
任
地

1ヾ
な
っ
て
眉
た
.
然
し
偏
狭
か
支
那
人
の
多
数

任
.iSす
る
_二
男
つ
た
の
ほ
虎
雄
が
英
人
の
紳
皆
に
移
っ
て
か
ら
の
串
で

官
年
水
の
:
W
で
あ
る
｡
呼
に
三
十
年
兆
馬
兆
串
良
に
.ゴ
ム
戟
鴇
が
盛

･1
花
ろ
_ニ
賓
つ
て
か
ら
支
那
移
戊
の
園
硯
絃
舵
が
年
々
二
十
拭
-,兆
ろ

機
に
な
っ
て
か
ら
の
邸
で
あ
る
O
沌
航
潜
り

]
郡
は
労
働
よ
り
絡
i1
銀

か
水
団
に
法
る
よ
-
ほ
非
か
府
番
L
t,J
小
繋
抽
州
か
初
め
漸
次
や
-1｡祈
W
な

る
の
で
･,qJ
ろ
t3
g･J
h
.ぽ
ん｢
H
d胸
流
出
T
.1相
の
各
日地
か
瓜跡
ふ
Jl
.･h
ヤ
バ
以
上

築

城

宍

O

七
二

に
支
那
人
の
横
行
澗
歩
す
る
の
か
見
受
け
ろ
O

現
に
馬
衆
の
線
人
口
が

三
百
武
人
ミ
TL
ほ
れ
て
屑
tJ
t
其
の
内
馬
数
人

が
的
首
筋
人
､
支
那
人

が
九
十
耗
飴
､
其
の
他
が
印
促
人
シ
ャ
ム
人
･･h
ヤ
バ
J
欧
人
日
本
人
等

で
あ
る
の
で
敗
の
上
で
大
勢
力
な
計
り
で
b
Lq-
馬
死
人
に
比
べ
て
支
那

人
は
貿
易
商
邦
貨
南
tJ
し
て
到
る
虚
羽
振
り
か
利
か
し
て
居
ろ
､
支
那

人
は
猶
虚
聞
の
締
機
番
')
し
て
鹿
大
花
土
地
か
所
有
し
~
出
批旭
工
場
の

路
皆
及
錫
銭
等
の
硯
山
に
関
係
す
る
i
の
多
-
'
紳
士
階
級
の
多

い
の

に
舘
か
ざ
る
な
柑
な
い
o
現
.1
聯
邦
州
滴
点
に
は
支
那
人
が
加

へ
ら
れ

て
居
る
｡
満
水
牛
島
中
央
の
ス
レ
,T(
バ
ン
町
の
如
き
は
牡
に
支
那
<
の

成
功
者
多
-
1
英
国
政
府
か
ら
も
聴

別
称

池
か
受
け
て
月
ろ
O
.･h
ヤ
バ

11
於
て
は
支
那
人
が
日
本
人
+)
同
等
の
拝
趨
か
要
求
し
て
居
る
に
拘
ら

ず

ス
レ
ン
バ
ン
市
で
は
日
本
人
が
支
那
人
ミ
同
機
の
待
遇
か
柑
ら
為
れ

ば
結
柵

1･J
の
こ富
む
問
,･1
に
至
っ
て
支
那
人
の
馬
氷
中
島
_こ
於
げ
ろ
勢
力

如
何
な
推
す
る
,
l
TJが
出
水
や
､つ
O

之
な
賓
す
る
に
支
那
人
の
爾
樺
に
於
げ
ろ
地
位
は
漁
想
以
上
に
減
回

で
あ
る
0
面
も
簡
禅
に
放
て
日
支
術
脚
人
の
提
携
は
之
な
茸
現
す
る
可

能
性
が

あり亦
之
わ
.米
行
す
る
は
州
互
の
利
益
で
あ
る
｡
(
N
)

飯
盛
里
安
-
近

江

飽

田

上

山

の
放

射

能

あ

る

マ
ン

ガ

ン

ノ

夢
尊

抽

(R
ad山.active
m
anganiferous
r)odules
from

T
<Ttrm
訂
m
i】
O
om
i
P
l･OVirl
Ce･
Sci･
paPerS
Of
the
lnst･

p
h
･]･S
.
ch
e
m
.
r
e
s
e
a
l･
Ch,
V

o
t.
小.
N

o
･
4
9
7

p
,

7
9
･
8

3
･
39
26
)

田

上
甘

キ
ナ

･Ih
ヨ
･>
の
河
舵

に
弱
い
放
射
能
か

-
つ
i
i

l
稽

特
村
の

漁
色
ノ
ヂ
サ
ル
み
ろ
:
.,)
か
大
沢
IT
T
坤
に
迎
H潜
.t･=;が
瀞
仲兄
L
i1
｡
‥

叶
は
｢〃
ハ･--1
附
偶
の
川前
有
り
-
け
HH
か
仙硯
小ト
ー
て
か
,る
･
･
1J
I
Uより
ろ
O
,
,tn



に

鴻

鴇

色

り

恥
叩
iii
質
り

･1
り

が

仲

ム

ー

粕
川
-
打
払
､
見
ろ
ビ
ア
･iP

Iレ
フ
γ
ス

で

あ

る

｡

比

頚

は
平
均

こ
｡

七

二

O

･-

ろ

-

て

噸
雌
は
三
枚

.
色
は
械

瓢
色
-
鋼
灰
色
｡
樹
脂
耽
棒
~
時

に
コ
ー
ク
ス
状
｡
盟
椴
で
虚
聖

二
cI

1'砿

ち
に
獅
か
も
光
条
に
描
け
て
白
色
砂
状
の
も
の
が
洩
る
｡
:
の
不

溶
解
の
部
分
に
は
放
射
能
が
な
い
｡
主
ミ
し
て
マ
/I,
ガ
ン
及
鮫

よ
り
な

ろ
O
へ起
蒐
分
析
及

ス
ペ
グ
･1
か
分
析

の
釣
果
め
-

)壮
挙
的
力
按
で
は

放
射
能
性
物
質
は

見

ら
れ
七
か
つ
ii
が
ア
ル
フ
ァ
レ
イ
I
O
エ
レ
ク
,i

ロ
ス
コ
ー
プ
で
大
略
み
測
っ
て
見
ろ
に
ウ
ラ

ニ
ウ

ム
オ
キ
サ
イ
ド
の
放

射
能
度

か
官
,与

れ
ば
河
床
よ
り
得
ii
も
吟
で
は

丁

三
.
山
越
よ
り

得
た
も
の
で
托

こ
｡
O

の
放
射
能
度
が
み
る
.
ツ

タ
デ
イ式
の
エ
マ
ネ

ー
シ
ヨ
y
エ
レ
ク

ト
ロ
ス
コ
ー
プ
か
使

っ
て
ヲ
ヂ
サ
ム
が
可
沖
性
の
部

分
に
含
ま
れ
て
ゐ
ろ
制
令
･hA,測
っ
て
見
ろ

-ヾ河
床
よ
り
絡
㍗
も
の
は
-

3
･S
S
X
IO
L
s
%
山
腹
の
も
の
は

叫･6
4
x
t
O
I
7
%
で
絶
倫
の
火
成
岩
に
含

ま
れ
て
ゐ
ろ
制
令
の
千
倍
に
み
i1
ろ
｡
河
床
の
も
の
ゝ
含
有
発
の
少
な

い
の
は
流
水
の
作

用
で
火
ほ
れ
ii
-
の
で
あ
ら
-
｡
‥

の
放
射
能
み
ろ

二
次
的
の
拭

マ
ン
ガ
ン
の
酸
化
物
で
イ

ン
プ

レ
グ
ネ

I

rl
苫
打
た
岩
石

が
出
る
言
え

を

見

ろ

ノヾ
ー
以
前
に
ウ
ラ

ニ
ウ
ム
空

自
ん
だ
練
物
が
こ

の
地
方
に
あ
っ
i1
ら
,-
｣
想
供
さ
れ
る
0
(
波
速
)

0
飯
盛
皇
軍

首
相
拘
-
邦

彦

胸
臆
夢

物

品

の
放
射
能
贋
に

拭
き
で

(理
北
里
研
究

所
墓
報

発
先
約

讐

東

七
三
-
八
7

貫

大
正
十
五
年
)

放
射
能
性
元
素
の
中
で
カ
リ
ッ
ム
ー
ル
ビ
ヂ
サ
ム
の
軍

R
素
だ
け
で

は
仝
-
系
統
が
不
明
で
あ
り
又
そ
の
填
増
額
も
全
然
解

っ
て
ゐ
九･.
い
0

此
等
は
梅
繊
弱
な
β
放
射
線
か
出
す
J
の
で
あ
る
が
斯
-
放
射
能
の
非

抽

錬

兜
に
羽
い
の
は
北
ハ帝
の
成
分
ホト
ろ
二
つ
の
同
他
山帽
即
ち
カ
リ
サ
ム
の

L柑

7

誓

誓

″
ビ
デ
サ
ム
の
い

ー
が

の
中
で
帝
丑
に
含
ま
れ
て
ゐ
ろ
方
の

R

R

も
り
ゝ
み
が
放
射
能
在
村
で
ろ
わ
め
で
な

い
か
三
石
ふ
疑
榊
が
み
ろ
｡

J
L
J
'の
城
田
に
由
兆
す
ろ
な
ら
ば
稽
轍
の
適

っ
た
錬
物
か
ら
得
i
iも

り
或
は
同
じ
間
物
で
,J
的
質
時
代
の
連

つ
た
･も
の
か
ら
符
ら
れ
ii
材
料

に
就
て
放
資
L
ii
な
ら
ば
或
は
辞
し
-
放
射
能
の
適

っ
た
も
り
が
な

い

ま
も
限
ら
な

い
の
で
あ
る
0.｡
著
者
等
の
取
っ
た

ル
ビ
ヂ
サ
ム
抽
出
の
括

式
は

W
･
M
a
什h
m
か
n
n
の
も
の
か
改
修
L
ii
も
り
で
五
瞳
の
ア
ル
カ

p
金
鳩
の
全
部
が
存
在
す
る
壕
令
に
英
国
怨
浪
合
物
な
允
づ
過
潜
の
塊

既
賊
か
以
て
抽
出
し
て
ナ
ト
リ
サ
ム
の
大
部
分
か
Liq他
み
分
離
し
次

い

で
カ
リ
ウ
ム
及
び
リ
チ
ウ
ム
の
存
在
に
於
て
セ
シ
ウ

ム
及
び
だ
p
ヂ
サ

ム
も
分
離

す

る

や
う
に
L
i1
.
田
ノ
上
座
チ
ン
P
か

ド
蟹
母
竺

転

の

棲
品
に
つ
い
て
夫

々
〇
人

7
及
び
九
.<
%
の
R
b
BO
な
緒
､
長
垂
庵
鱗

実
母
に
つ
い
て
は
〇

品
六
%
な
得
iI
｡

抽
出

精
潟
L
L
i硫
酸

か
ヒ
ヂ

ッ
ム
の
批
光
ス
ペ

ク
ト

ル
験
蜜
の
蹄
県
央
雑
物
?,
し
て
挙
げ
得
る
も

の

は
セ
シ
ウ
ム
の
み

で
あ
る

.
こ
れ
に
つ
い
て
カ
ー
ル
バ
サ
ム
骨
紙
製
品

の
豊
で
ろ
放
射
能
度
W
比
較
す
る
に
必
要
な
億
の
租
度
の
放
射
能
度
の

吸
盤
か
α
銀
箔
放
億
計
に
用
ゐ
て
抑
宜
し
之
れ
わ
徒
非
報
告
さ
れ
六
滴

紡
典
?,
対
照
ぜ
む
が
た
め
に
β
線
標
準
の
放
射
能
度
払
試
料
,,
略
同
じ

櫛
件
に
放
け
る
倍
-こ
換
算
し

て
み
る
ミ
各

Z
式
の
畳
す
る
放
射
能
度
は

次
の
如
く
な
り

β
相
概
準
(
U
3
0

8
)

7

ヵ
ー

ル

バ

サ

ム

湖

硫

酸
か
ビ
デ
サ
ム

山
葵

二
分
の

7

天

山

七
三



地

球

第
六
番

田
ノ
上
ナ
ン
ク
ル
ド
電
峰

岡

】
五
七
分
の

l

展
塾
鱒
碧
性

同

丁
四
九
分
の

】

共
放
射
能
腔
に
於
て
は
在
米
知
ら
れ
i1
ろ
も
の
ミ
大
鰹
に
放
て
相
速
i.i

4
,も
の
寸,
認
め
ら
れ
る
｡
(波
浪
)

o
飯
盛
曳
安
.
富
村
拘
-

長

盛

産

鱗

寮

母

の

組

成

並

に
邦

彦

雲

噂

の
明

夢
尊

あ

含
有

量

に
槻

き

て

(
現
地
蝉
研
究
所
発
報

第
五
的
第
二
購

入
ニ
ー
八
五
貢

大
正
十
五
年
)

長
盛
慮
麟
蛍
母
の
線
分

析
の
外
､
糞
塊
宙
水
及
妃
江
田
ノ
上
の
チ

y

y
か
ド
蟹
母
､
伊
勢
石
描
.
近
江
田
ノ
上
､
伊
漁
鵜
刀
潟
､
甲
撃
研
脇

野
及
石
見
三
瓶
山
の
黒
蜜
糠

~
伊
勢
石
械
及
妃
江
田
ノ
上
凍
び
三
河
乙

川
の
白
雲
悔
､
朝
鮮
成
規
道
の
愈
尊
母
に
つ
い
て
ア
ル
カ
リ
の
旋
盤
分

析
な
行
つ
L
i帥
見
O
(披
迫
)

こ
こ〓ココ〓〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓

〓〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
ll

新

著

紹

骨

〓】=T〓〓lr〓〓〓〓〓一〓,]〓
lf〓
〓
IJTH

O
蛍

石

鋳

物

衣

糖

尿

の
解

繊

壌

研

究

木
下
抱
城
著

茄

版
四
官
京
~
桟
組
､
尭
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